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「 近 代 に お け る 漢 文 訓 読 の 流 れ 」
( 『 言 語 牛 活 』 2 9 1 号 昭 和 5 0 年 1 2 月 )
「 新 注 家 点 の 展 開 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 0 集 昭 罰 巧 1 年 2 打 )
時 命 語 元 確 四 年 点 と 文 之 点 」
( 『 佐 藤 喜 代 治 教 授 退 官 記 念 阿 語 学 論 集 』 桜 楓 社 昭 和 5 1 年 6 打 )
「 山 崎 嘉 点 の 忰 格 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 8 2 集 昭 和 5 1 年 6  牙 )
『 寛 文 四 年 版 道 春 点 論 語 語 粂 索 引 稿 』
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 3 集 昭 和 5 2 年 2 刀 )
「 近 世 に お け る 新 注 家 点 の 形 成 ・ 一 偶 斎 点 を 例 と し て ・ ・ 」
( 『 国 語 学 研 究 』 第 1 6 集 昭 和 5 2 年 8 月 )
「 林 驚 峠 の 『 詩 経 正 文 』 と 『 詩 訓 異 同 』 に つ い て 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 4 集 昭 和 5 3 年 2 月 )
「 道 春 点 の 形 成 ・ ・ 惺 寓 点 の か か わ り を 中 心 に し て ー 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 5 集 昭 和 5 4 年 2 月 )
「 萩 生 徂 徠 の 訓 読 観 」
( 『 共 立 女 子 大 学 文 芸 学 部 紀 要 』 第 2 6 集 昭 和 郭 年 2 打 )
「 近 世 に お け る 漢 文 訓 読 の 一 問 題 一 荻 牛 徂 徠 の 訓 読 の 世 界 ・ ・ 」
( 『 国 語 学 』  1 2 3 集 昭 和 5 5 年 1 2 月 )
「 林 羅 川 『 大 学 諺 解 』 を め ぐ る 諸 問 題 」
( 『 歴 史 と 文 化 』 岩 手 大 学 人 文 社 会 科 学 部 ア ジ ア 研 究 編 昭 和 5 6 年 2 打 )
「 松 永 昌 易 の 『 、 首 書 五 経 集 注 』 に お け る 訓 点 に つ い て 」
( 『 ア ル テ ス ・ り べ ラ レ ス 』 第 2 8 集 昭 和 5 6 年 7 月 )
「 近 世 易 学 受 容 史 に お け る 驚 静 点 『 易 経 本 義 』 の 意 義 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 0 0 集 昭 和 5 7 年 5 月 )
「 講 義 注 釈 書 の 語 奬 一 原 注 釈 書 と し て の 『 周 易 訓 点 異 同 』 に お け る 原 注 と 訓 読
語 に つ い て ー 」
( 『 講 座 日 本 語 の 語 奬 』  5  朋 治 書 院 昭 和 5 7 年 6 月 )
「 語 誌 『 あ る い は 』 『 う さ ん ( 胡 散 ) 』
































































「 国 語 学 史 か ら 見 た 『 桂 庵 和 尚 家 法 倭 点 』 の 意 義 」
( 『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 机 』 第 3 9 集 平 成 2 年 3 打 )
「 寛 永 版 周 易 古 注 点 の 性 格 と そ の 背 景 」
( 『 日 本 文 芸 思 潮 論 』 片 野 達 郎 編 桜 楓 社 平 成 3 年 3 月 )
「 近 世 初 期 に お け る 伝 文 の 体 の 訓 読 と 『 ゾ 』 」
( 『 国 語 論 究 』  3  明 治 書 院 平 成 3 午 . 1 0 月 )
「 朝 鮮 半 島 経 山 の 中 国 俗 語 の 研 究 」
( 『 武 蔵 野 文 学 』  3 9  平 成 4 年 1 打 )
「 元 刊 本 『 周 易 句 解 』 を め ぐ っ て 」
( 『 汲 古 』 第 2 2 号 平 成 4 年 Ⅱ 月 )
「 近 世 初 期 に お け る 朝 鮮 漢 字 文 化 の 展 開 」
( 『 日 本 文 化 研 究 所 研 究 報 告 』 別 巻 第 3 0 集 平 成 5 年 3 月 )
「 東 京 国 立 博 物 館 蔵 白 氏 文 集 林 羅 山 点 」
( 『 東 北 大 学 文 学 部 研 究 年 綴 』 第 4 3 号 平 成 6 年 3 月 )
「 文 之 玄 昌 と 宋 学 一 周 易 伝 義 大 全 の 書 き 入 れ を 通 し て 見 た ー 」
( 『 文 化 』 第 5 7 巻 3  ・  4  号 平 成  6 年 3 月 )
「 唐 話 学 の 夜 明 け 前 一 唐 話 辞 書 『 語 録 解 義 』 の テ キ ス ト と そ の 性 格 一 」
( 『 国 語 論 究 』  5  明 治 書 院 平 成 6 年 1 2 月 )
「 唐 話 資 料 『 語 録 解 義 』 の 二 字 漢 語 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 3 9 集 平 成 7 年 5 月 )
「 近 世 語 と し て の 徂 徠 用 語 」
( 『 文 化 』 第 印 巻  1 ・  2 号 平 成 8 年 9 月 )
「 『 俗 語 解 』 と 『 雅 俗 漢 語 訳 解 』 一 近 世 唐 話 学 の 行 方 一 」
( 『 文 芸 研 究 』 第 1 4 3 集 平 成 9 年 1 打 )
「 近 代 語 史 に お け る 『 訳 文 筌 蹄 』 の 意 義 』
( 『 国 語 論 究 』  6  明 治 書 院 平 成 9 年 7 月 )
「 俗 語 解 小 考 」
仂 口 藤 正 信 編 『 こ と ぱ の 歴 史 地 理 構 造 』 明 治 書 院 平 成 9 年 7 月 )
「 藤 原 惺 寓 の 文 章 と 士 代 語 」
( 佐 藤 武 義 編 『 万 葉 集 の 世 界 と そ の 展 開 』 白 帝 社 平 成 1 0 年 4 月 )
「 藤 原 惺 寓 と 中 古 語 」
































































佐 藤 喜 代 治 『 字 義 字 訓 串 典 』
( 『 文 芸 研 究 』 第 Ⅱ 3 集 昭 罰 ] 6 1 年 9 月 )
佐 藤 デ 『 叫 本 よ り 見 た る 近 世 初 期 言 語 の 研 究 』
( 『 新 潟 大 、 1 国 語 国 文 学 会 誌 』 第 3 2 集 平 成 元 年 3 打 )
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